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議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
四
回
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、承
認
、同
意
な
ど
は
、

こ
の
本
会
議
で
行
わ
な
け

れ
ば
法
的
な
効
力
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
委
員
会
は
、

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

議
員
の
一
部
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
の
こ
と
を
い

い
、
議
会
の
運
営
を
協
議

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の

他
に
綾
瀬
市
に
は
、
三
つ

の
常
任
委
員
会
と
基
地
政

策
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、

本
会
議
で
の
審
議
の
予
備

的
審
査
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と委

員
会
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お

け
る
災
害
対
応
に
つ
い
て

　

Ｑ　

感
染
症
に
対
応
し
た
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況
は
。

　

Ａ　

換
気
や
健
康
管
理
な
ど
、

避
難
者
や
運
営
者
双
方
に
向
け
た

「
感
染
症
を
踏
ま
え
た
避
難
所
運

営
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
作
成
し
た
。

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

Ｑ　

感
染
症
の
拡
大
で
、
児

童
・
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
整
備

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
取
り
巻
く
状
況
が

変
化
し
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

　

Ａ　

端
末
は
、
全
学
年
分
を
年

度
内
に
整
備
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
遠
隔
学
習
な
ど
に

必
要
な
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

の
環
境
整
備
も
検
討
し
て
い
る
。

●
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
手
だ

て
に
つ
い
て

　

Ｑ　

小
・
中
学
校
が
約
３
カ
月

間
休
業
し
、
学
習
の
遅
れ
が
生
じ

た
が
、
本
市
の
方
針
と
し
て
授
業

時
数
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

　

Ａ　

感
染
拡
大
防
止
に
万
全
の

措
置
を
講
じ
な
が
ら
も
、
学
び
の

保
障
に
努
め
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
長
期
休
業
期
間
の
短
縮
や
行

事
の
精
選
な
ど
で
確
保
す
る
。

　

Ｑ　

卒
業
を
控
え
る
小
学
６
年

生
と
中
学
３
年
生
は
次
の
学
年
に

学
習
内
容
を
持
ち
越
す
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
追
加
で
課
業
日
の
設

定
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

Ａ　

授
業
時
数
の
確
保
に
努
め

て
い
る
た
め
、
追
加
の
設
定
は
せ

ず
、
年
度
内
に
学
習
内
容
の
履
修

が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

創
政
会 

古
市　
　

正

避
難
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
ど
う
対
応
す
る
か

●
市
内
小
中
学
校
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

　

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
長
期
休
業
で
児
童
・

生
徒
の
心
は
不
安
定
な
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
心
の

ケ
ア
を
し
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

分
散
登
校
時
は
、
小
人
数

の
利
点
を
生
か
し
、
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
の
様
子
を
観
察
し
、
声

を
掛
け
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
よ
り
、心
身
の
状
態
を
把
握
し
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

●
公
共
施
設
の
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て

　

Ｑ　

所
管
課
や
施
設
の
規
模
が

違
う
各
公
共
施
設
で
の
課
題
を
共

有
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
が

必
要
と
思
う
が
、
市
と
し
て
ど
う

連
携
し
て
い
く
の
か
。

　

Ａ　

各
施
設
の
利
用
再
開
後
、

問
題
点
や
課
題
が
生
じ
た
場
合
、

各
所
管
と
指
定
管
理
者
な
ど
で
協

議
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
対
策

本
部
会
議
に
報
告
す
る
こ
と
で
情

報
共
有
を
図
る
な
ど
、
よ
り
効
果

的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

●
令
和
２
年
度
予
算
事
業
に
お
け

る
「
新
し
い
生
活
」
へ
の
対
応
に

つ
い
て

　

Ｑ　

新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ

せ
、
感
染
症
対
策
を
重
視
し
た
上

で
、
予
算
事
業
の
見
直
し
が
必
要

に
な
る
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

　

Ａ　

書
面
主
義
な
ど
に
よ
り
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
遅
れ
て
い

る
。
今
後
、
速
や
か
に
調
査
研
究

を
進
め
、
事
業
の
中
止
に
よ
り
不

用
と
な
っ
た
予
算
の
組
み
替
え
や

交
付
金
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

あ
や
せ
未
来
会
議　

佐
竹　

百
里

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

児
童
・
生
徒
へ
の
心
の
ケ
ア
は

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
と
そ
の
た
め
の
教
育
環
境

構
築
に
つ
い
て

　

Ｑ　

感
染
拡
大
の
第
２
波
も
想

定
し
、
再
び
子
ど
も
た
ち
の
学
習

機
会
が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
対
策
す
べ
き
と
考
え
る
が
、小
・

中
学
校
の
再
開
に
伴
い
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

Ａ　

分
散
登
校
期
間
を
設
け
て

段
階
的
に
再
開
を
し
た
。
手
洗
い

の
徹
底
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
教
室

の
換
気
な
ど
の
対
策
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
活
動
や
調
理
実
習
の
見

合
わ
せ
な
ど
、
密
に
な
ら
な
い
学

習
形
態
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｑ　

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
防
止
対

策
を
行
う
上
で
、
ど
の
よ
う
な
問

題
点
や
課
題
が
あ
る
か
。

　

Ａ　

マ
ス
ク
の
着
用
と
教
室
の

換
気
に
よ
る
室
温
の
上
昇
を
考
慮

し
な
が
ら
の
熱
中
症
対
策
や
感
染

症
へ
の
不
安
な
ど
、児
童
・
生
徒
の

心
の
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
。
個
人

を
基
本
と
す
る
学
習
形
態
が
続
く

こ
と
で
、新
学
習
指
導
要
領
の「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
の
推
進

が
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｑ　

市
教
育
振
興
基
本
計
画
で

は
、
少
人
数
学
級
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

推
進
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

長
期
的
・
計
画
的
に
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
有
効
と
考
え
る
が
、

今
後
も
位
置
付
け
て
い
く
の
か
。

　

Ａ　

現
行
計
画
の
計
画
期
間
の

終
了
に
伴
い
、
次
期
計
画
を
検
討

し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
保
障
す
る
た
め
、
今
後
も
計
画

に
位
置
付
け
て
い
く
。

創
政
会　
　
　

笠
間　

功
治

学
校
再
開
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
は

●
今
後
の
綾
瀬
市
行
政
運
営
と
教

育
行
政
に
つ
い
て

　

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
課
題

解
決
に
向
け
た
施
策
展
開
や
行
政

運
営
を
ど
う
行
う
の
か
。

　

Ａ　

感
染
終
息
後
を
想
定
し
、

生
活
の
質
を
高
め
ら
れ
る
施
策
な

ど
を
実
施
す
る
。
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
も
、
持
続
可
能
な
都
市

と
し
て
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た

綾
瀬
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

●
今
後
の
市
役
所
周
辺
地
域
の
整

備
計
画
に
つ
い
て

　

Ｑ　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

創
政
会　
　
　

青
�　
　

愼

な
が
る
道
の
駅
の
整
備
状
況
は
。

ま
た
、
旧
消
防
本
部
庁
舎
跡
地
で

の
商
業
施
設
の
誘
致
状
況
は
。

　

Ａ　

道
の
駅
は
、
出
入
り
口
の

位
置
を
県
警
と
協
議
し
て
い
る
。

計
画
地
の
買
収
に
向
け
た
地
権
者

と
の
交
渉
や
施
設
の
実
施
設
計
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
誘
致
は
、

感
染
症
の
影
響
で
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
の
実
施
を
延
期
し
、今
後
、

時
期
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高

め
る
た
め
、
誘
致
を
予
定
し
て
い

る
商
業
施
設
と
公
共
施
設
と
の
連

携
を
期
待
す
る
が
、市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

市
役
所
、
商
業
施
設
、
道

の
駅
な
ど
を
一
体
と
捉
え
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
や
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
、
再
編
を
検
討
し
た
い
。

　

Ｑ　

図
書
館
は
、
所
在
地
な
ど

で
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
解
決

に
向
け
、移
転
の
考
え
は
あ
る
か
。

　

Ａ　

中
心
市
街
地
で
の
位
置
付

け
を
検
討
し
な
が
ら
、
綾
瀬
ら
し

い
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
課
題
解
決
に
向
け
た

施
策
展
開
と
行
政
運
営
は

食
品
を
使
っ
た
献
立
を
考
え
、
継

続
し
て
取
り
入
れ
な
い
か
。

　

Ａ　

献
立
は
、
学
校
給
食
摂
取

基
準
に
よ
り
、
栄
養
士
が
作
成
し

て
お
り
、
発
酵
食
品
も
使
用
し
て

い
る
。
今
後
も
、
児
童
・
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
を
第
一
に
考

え
、
献
立
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、

食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
用
し
、

健
康
増
進
に
取
り
組
み
た
い
。

●
新
境
橋
付
近
の
河
川
工
事
に
つ

い
て

　

Ｑ　

豪
雨
な
ど
で
冠
水
経
験
が

あ
る
住
民
に
と
っ
て
、
河
川
工
事

の
遅
れ
は
不
安
材
料
と
な
る
。
市

は
、
上
土
棚
地
区
で
の
水
害
時
の

避
難
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

蓼
川
の
氾
濫
に
警
戒
す
る

と
と
も
に
、
急
激
な
水
位
上
昇
の

恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

避
難
行
動
が
重
要
と
考
え
る
。
必

要
と
な
る
気
象
、
避
難
情
報
の
把

握
に
努
め
、
避
難
者
が
適
切
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
防
災
行
政
用
無

線
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
。

あ
や
せ
未
来
会
議　

石
井　

麻
理

●
給
食
の
食
材
廃
棄
問
題
に
つ
い
て

　

Ｑ　

小
・
中
学
校
が
臨
時
休
業

と
な
り
、
給
食
が
休
止
さ
れ
た
。

市
は
、
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、
食

材
の
納
品
を
最
小
限
に
抑
え
た

が
、
や
む
を
得
ず
廃
棄
し
た
食
材

の
処
分
は
ど
う
行
っ
た
の
か
。

　

Ａ　

廃
棄
は
、
納
入
業
者
に
任

せ
て
お
り
、
職
員
の
立
ち
会
い
や

廃
棄
食
材
の
写
真
撮
影
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
業
者
か
ら
、
廃
棄
証

明
書
な
ど
で
報
告
を
受
け
た
。

●
給
食
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　

Ｑ　

腸
内
環
境
を
整
え
、
免
疫

力
を
高
め
る
た
め
に
有
効
な
発
酵

冠
水
経
験
が
あ
る
上
土
棚 

地
区
で
の
避
難
の
在
り
方
は

市の鳥「かわせみ」

市の木「やまもみじ」


